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ボーリング柱状図
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1196.37 0.60 0.60

砂質土
(SF)

1192.27 4.10 4.70

礫混じり
ロ－ム
(-G)

1191.42 0.85 5.55

細砂
(FS)

1190.47 0.95 6.50

風化岩
(WR)

1186.97 3.50 10.00

中硬岩
(MR)

暗
灰

茶
褐

暗
灰

青灰
～黄
褐

青
灰

軟
ら
か
い

非
常
に
密
な

[0.01]盛土状の砂。
[0.32]礫が混入する。

[0.88]径10mm程度の礫が混入。
[1.47]上部は植物根が混入する。
[2.05]GL-2m以深、礫の混入が少な
く、点在する程度。
[2.93]GL-3m付近、砂が混入し、色
調が若干暗くなる。
[3.82]GL-4m付近、含水量が多くな
る。粘性は中程度。

[4.78]微細砂的で粒径は不均一。
[5.17]色調が一部で黄褐色を呈する
。

[5.56]安山岩溶岩の風化帯で、割れ
目の発達が著しく玉石混じり砂礫
状を呈する。
[6.14]割れ目に沿って、若干粘土化
して軟質になっている。
[6.6]安山岩溶岩の新鮮部。岩質は
堅硬緻密。割れ目の発達はやや少
なく棒状コア主
体。
[7.6]割れ目は開口で酸化鉄によっ
て褐色に汚染されている。
[8.3]RQD5.5～6m間15％。
6.0～6.6m間0％。6.6～7.0m間
13％。7～8m間7
0％。9～10m間85％。
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